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Ｑ.100 年後の水をとりまく環境は？ （26 択＋その他） 

◇100 年後の水をとりまく環境には、ポジティブな見方も               

◇約半数が、100 年後には「環境税が導入されている」と予測 

100 年後の水をとりまく環境について、回答者の予測 1位は「環境税が導入されている」（49.6％）、

次いで「水道料金が高騰している」（45.0％）、「都市周辺の海や川では泳げなくなっている」

（39.2％）という結果になりました。そのほか、上位には「海や川の汚染」「水道水離れ」「水の使

用制限」などネガティブな項目があがっており、100 年後の水をとりまく環境を悲観的に捉える傾

向が見られます。一方で、「海や川がきれいになっている」「水道水がおいしくなっている」などの

ポジティブな項目もポイントを伸ばし、トップ 10 圏内に。水をとりまく環境は技術の進歩により

解消されるのではないかという期待感の高まりがうかがえます。 

 

 

100年後の水をとりまく環境（複数回答／単位：％）N=462
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水道水がおいしくなっている

海や川がきれいになっている

一人当たりの水道の使用量が制限されている

人工的に雨を降らせることができる

水道水を飲まなくなっている

水処理技術の進歩で海水が飲めるようになっている

海や川が汚染されている

都市周辺の海や川では泳げなくなっている

水道料金が高騰している

環境税が導入されている

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


